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授業を開発し共有化するFDに関する一考察  































































Dは一貫してプロジェクトチームが担当する。   
第一期は，第二期に実際に開講するパイロット授  
業の準備段階である。パイロット授業を担当する授  
業者を中心として新規授業法の研究・開発を行い，   
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空中分解してしまっては元も子もない。   
新しい授業法の開発を始めるには，論文や書物か  



















ていく。   
授業を公開しそれを参観する風土がなければ，新   
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